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主
に
杉
の
間
伐
材
の
丸
太
を
か
つ
ら
む
き
に
し
て

柱
や
板
に
加
工
し
、建
築
用
材
と
し
て
販
売
す
る
木
材

加
工
会
社(

株)

オ
ロ
チ
は
、
本
格
操
業
か
ら
５
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
赤
字
経
営
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。 

今
年
１
月
の
臨
時
議
会
で
は
、資
金
繰
り
の
め
ど
が

立
た
な
い
同
社
の
経
営
難
を
支
援
す
る
た
め
に
、日
南

町
が
１
億
円
融
資
と
い
う
議
案
を
否
決
し
、「
鳥
取
県

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
」の
支
援
を
求
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

議
会
は
、
同
社
の
再
生
計
画
に
つ
い
て
、
町
執
行
部

や
「
再
生
協
」
か
ら
詳
し
い
説
明
を
求
め
、
緊
急
の
支

援
策
と
し
て
提
案
さ
れ
た
、オ
ロ
チ
が
仕
入
れ
る
原
木

代
金
が
、
基
準
単
価
・
７
千
８
百
円
／
１
㎥
を
超
え
た

場
合
の
差
額
と
し
て
、１
千
円
／
１
㎥
を
上
限
と
す
る

補
助
金
の
補
正
予
算
８
百
万
円(
１３
年
１
月
〜
３
月

分)

を
、
最
終
日
に
可
決
し
ま
し
た
。 

討
論
で
久
代
議
員
は
、
①
経
営
試
算
そ
の
も
の
の
破

綻
と
経
営
者
責
任
。②
ゼ
ロ
関
税
と
円
高
に
よ
る
輸
入

外
材
と
の
価
格
差
を
放
置
し
て
き
た
根
本
的
な
政
治

の
責
任
。
③
税
金
投
入
は
、
オ
ロ
チ
の
経
営
再
生
に
よ

っ
て
の
み
理
解
さ
れ
る
の
で
、経
営
者
に
そ
の
自
覚
を

求
め
る
、
と
述
べ
て
賛
成
し
ま
し
た
。 
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日本共産党日南町支部の見解をご紹介します。

 

町
民
が
、
自
分
の
持
ち
家
を
町
内
事
業
者
に
よ

り
、
増
改
築
や
小
修
繕
、
模
様
替
え
な
ど
を
行
な

っ
た
際
に
、
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

 

県
内
で
は
、
鳥
取
市
と
岩
美
、
琴
浦
、
大
山
に

つ
づ
き
５
市
町
と
な
り
ま
す
が
、
全
国
で
は
約
３

割
の
５
３
３
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

制
度
の
概
要
は
、
３０
万
円
以
上
の
改
修
で
事
業

費
の
２０
％(

上
限
３０
万
円)

を
助
成
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
実
施
期
間
は
、
来
年
４
月
か
ら
３
年
間
。

 

長
引
く
景
気
低
迷
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
建
築

業
者
の
仕
事
が
激
減
す
る
な
か
で
、
こ
の
制
度
が

地
域
経
済
の
活
性
化
と
住
環
境
の
改
善
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

島根原発 

40ｋｍ 

60ｋｍ 
日南町 

 

日
南
町
議
会
の
１２
月
定
例
会
は
、
総
選
挙
期
間
中
の

１２
月

１１
日
か
ら

１４
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
開
会
初
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党
の
久
代
安
敏
議
員
は
、

雇
用
や
原
発
、
教
育
問
題
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。(

詳
報
は
裏
面)

 

ま
た
、
日
南
町
議
会
が
７
月
に
設
置
し
た
「
政
策
立
案
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」(

全
議

員
１２
名
で
構
成)

は
、
住
宅
改
修(

リ
フ
ォ
ー
ム)

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
日
南
町
住
宅

改
修
助
成
条
例
」
を
提
案
し
、
全
員
一
致
で
議
決
し
ま
し
た
。 

 

 

昨年の 12 月定例会で、「日南町再生可能エネルギー利用促進条例」を議員

提案により制定して１年。「日南町石見東太陽光発電所」(旧石見東小学校跡

地)が、12 月から発電を開始しました。総事業費は、約１億 6 千万円、発電

量は 340kWh、中国電力からの売電収入は、年間 1,100 万円、20 年間で 2

億 1,400 万円を計画しています。 

 昨年の福島第 1 原発の事故に

より、原発の「安全神話」は崩

れ、いまも 16 万人もの避難生活

がつづいています。 
安心・安全なくらしを守るた

めに、原発のないエネルギー政

策へ転換することが、未来社会

への責任。新政権が、原発や再

生可能エネルギー政策をどうす

るのか、要注意です。 

１２
月
定
例
会
で
は
、
原
子
力
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
推
進
し
、
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め

の
法
律
や
制
度
の
充
実
。
ま
た
、
島
根
原
子
力
発
電
所

１
号
機
・
２
号
機
の
再
稼
働
を
お
こ
な
わ
ず
、
３
号
機

の
建
設
を
凍
結
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
全
員

一
致
で
議
決
し
、
経
済
産
業
省
な
ど
に
上
げ
ま
し
た
。

石見東太陽光発電所 



 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

共産党 

福住英行 
自民党 

赤沢亮正 
民主党 

湯原俊二 

211 2,243 1,125 

政党名 得票数 

日本共産党 180 

自民党 1,588 

民主党 847 

公明党 380 

社民党 82 

日本維新の会 243 

みんなの党 113 

日本未来の党 85 

立党から 90年。提案し、行動する 

日
南
町
役
場
の
４
割
は
臨
時
職
員 

雇
用
形
態
の
改
善
で
行
政
機
能
の
充
実
を 

 
日
本
は
、
今
や
働
く
人
の
３
人
に
１
人
が
非
正
規
労
働

者
。
官
民
あ
げ
て
の
賃
下
げ
競
争
が
、
長
引
く
景
気
低
迷
、

貧
困
と
格
差
拡
大
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日

南
町
役
場
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
行
財
政
改

革
」
の
も
と
に
、
正
職
員
を
臨
時
職
員
に
置
き
か
え
て
き

た
結
果
、
今
で
は
臨
時
職
員
が
４
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
法
の
本
旨
で
あ
る
「
住
民
福
祉
の
増
進
」
と

い
う
行
政
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
も
、
正
職

員
の
採
用
を
増
や
す
べ
き
、
の
問
い
に
町
長
は
、
正
職
員

を
増
や
す
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。 

 
 

 
 

島
根
原
発
３
号
機 

営
業
運
転
を
容
認
す
る
の
か 

  

政
府
は
、
大
飯
原
発
を
再
稼
動
し
、
建
設
中
の
原
発
の

工
事
を
容
認
し
ま
し
た
。
現
在
島
根
原
発
１
・
２
号
機
は

停
止
し
た
ま
ま
。
３
号
機
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
す
。

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
促
進
と
町
民
の
安
心
・
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
島
根
原
発
の
稼
動
を
認
め
な

い
、
と
の
立
場
を
鮮
明
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

町
長
は
、
安
全
性
の
確
保
が
な
け
れ
ば
容
認
で
き
な
い

の
は
当
然
で
あ
る
し
、
原
発
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

転
換
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
答
え
ま
し
た
。 

 
 

 

１６
日
に
投
開
票
の
衆
議
院
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
は
、

現
有
９
議
席
か
ら
８
議
席
へ
と
残
念
な
が
ら
後
退
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
を
ご
支
援
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん

に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
選
挙
の
結

果
を
教
訓
に
し
て
今
後
の
活
動
に
生
か
す
決
意
で
す
。 

選
挙
戦
で
訴
え
た
政
策
的
内
容
は
、
ど
れ
も
国
民
の

利
益
に
立
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
雇
用
と
経

済
、
消
費
税
、
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
震
災
復
興
、
憲
法
な

ど
、
ど
の
問
題
も
、
こ
れ
か
ら
の
た
た
か
い
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
公
約
実
現
の

た
め
に
全
力
を
あ
げ
る
決
意
で
す
。 

日
南
町
の
比
例
区
の
得
票
は
、
２
０
１
０
年
参
院
選

挙
よ
り
得
票
率
、
得
票
数
と
も
に
若
干
前
進
し
ま
し
た
。

 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
総
選
挙
の
結
果
を
、
い
っ
せ
い
に
「
自
公

圧
勝
」
な
ど
と
報
じ
て
い
ま
す
。
確
か
に
議
席
の
上
で
は
、
自

民
２
９
４
、
公
明
３１
で
両
党
合
わ
せ
て
衆
院
の
３
分
の
２
以

上
を
獲
得
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
民
意
の
実
際
を
見
る
と
―
。

民
意
を
も
っ
と
も
よ
く
反
映
す
る
比
例
代
表
で
見
る
と
、
国

民
か
ら
「
自
公
政
権
ノ
ー
」
の
厳
し
い
審
判
を
受
け
た
０９
年

衆
院
選
よ
り
も
さ
ら
に
自
民
は
２
１
９
万
票
減
、
公
明
も
９４

万
票
減
ら
し
ま
し
た
。 

自
民
が
大
き
な
議
席
を
得
た
の

は
、
比
較
第
１
党
が
議
席
を
独
占
で

き
る
小
選
挙
区
制
の
影
響
で
す
。 

自
民
は
小
選
挙
区
で
も
前
回
比
１

６
６
万
票
減
ら
し
得
票
率
は

４３
％
な

の
に
、
議
席
占
有
率
は

７９
％
に
も
な

り
ま
し
た
。
民
意
を
大
政
党
本
位
に

ゆ
が
め
る
小
選
挙
区
制
の
欠
陥
を
示

し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

介
護
保
険
料
や
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を 

 

今
年
か
ら
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
が
あ
い
つ
い
で

引
き
上
げ
ら
れ
、
高
齢
者
や
国
保
被
保
険
者
の
家
計
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
一
般
会
計
の
基
金
は
４０
億
円
、
国
保
会

計
は
３
億
５
千
万
円
の
積
み
立
て
が
あ
り
、
こ
の
一
部
を
負
担
軽

減
に
充
当
し
引
き
下
げ
を
と
求
め
ま
し
た
。
町
長
は
、
介
護
保
険

料
は
、
県
下
で
３
番
目
に
高
い
が
低
所
得
者
層
の
負
担
軽
減
を
図

っ
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
本
年
度
は
や
む
を
得
ず

１０
％
の
税
率
ア
ッ
プ
し
た
が
、
現
状
で
は
保
険
税
の
引
下
げ
は

難
し
い
と
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
答
弁
で
し
た
。 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ(

環
太
平
洋
連
携
協
定)

参
加
ノ
ー
の
声
を
政
府
に 

  

日
本
の
食
糧
自
給
率
は
３９
％
、
輸
入
完
全
自
由
化
さ
れ
た
木
材

は
２０
％
。
ア
メ
リ
カ
や
財
界
の
圧
力
に
屈
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

す
れ
ば
、
農
業
だ
け
で
な
く
、
国
内
産
業
が
大
打
撃
を
受
け
ま
す
。

町
も
議
会
も
、
参
加
反
対
の
声
と
共
同
を
さ
ら
に
大
き
く
し
よ
う

と
提
案
し
、
町
長
は
、
「
ど
の
政
権
・
政
党
で
あ
れ
、
反
対
の
意

思
を
貫
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

鳥取 2 区得票数・日南町 

比例区得票数・日南町 

12 月議会で、パセオバス停

から日南小・中学校へ通

う、「新北の原橋歩道橋新

設工事」の予算が減額とな

りました。 
これは、９月定例会の陳

情審査で、「車道と歩道の

一体型の橋として改良す

べき」と採択したことによ

るものです。 
再度、改良の方法を検討

するとになりました。 


